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サステナブルな観光コンテンツの考え方について 

 

本事業におけるサステナブルな観光コンテンツとは、以下のとおりとする。 

 

Ⅰ．持続可能な観光（サステナブルツーリズム）の捉え方 

○ （UNWTO定義）訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社

会文化、経済への影響に十分に配慮した観光 

○ 地域資源を保全しながら持続的に利用する観光（「保全する×活用する」の両立） 

○ マイナスの影響を無くす（オーバーツーリズム対策等）だけでなく、来訪者の訪問によるプラスの価

値を付与する観光 

 

Ⅱ．サステナブルな観光コンテンツに求める要件 

○ 旅行者が参加・滞在することでサステナブルツーリズムの取組が実感できるようなコンテンツ造成

／受入環境整備になっていること 

○ 地域資源を保全しながら活用するコンテンツ造成の取組が、将来的に地域で自走化できるような仕

組みとなっていること 

○ 地域資源を活用した観光の取組から得られる経済的、社会的な利益が、地域資源の保全や地域コ

ミュニティへ還元されるような仕組みとなっていること 

○ 具体的なサステナブルツーリズムの要素について、日本版持続可能な観光ガイドライン※（JSTS-

D）との関連性が明確に位置づけられること。（なお、同ガイドラインの指標について、以下の指標カ

テゴリ A〜Dの内容ごとに検討されることが望ましい。網羅的に関連づける必要は必ずしもない。） 

※日本版持続可能な観光ガイドライン の内容をよく参照のこと。 

（Japan Sustainable Tourism Standard for Destinations，JSTS-D） 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_000148.html 

 

（日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の指標カテゴリ） 

B  社会経済のサステナビリティ 

（地域経済への貢献・地域コミュニティへの配慮等） 

   

C  文化的サステナビリティ 

（文化の保全・利用管理等） 

Or 

And 

D  環境のサステナビリティ 

（自然の保全・利用管理・資源マネジメント等） 

   

A   持続可能なマネジメント（実施体制） 

（地域のマネジメント体制・地域関係者の参画・観光の影響の把握と管理等） 

 

 

 

 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_000148.html
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例えば、下表のような内容を含むものが想定される。 

タイプ例 JSTS-D指標と

の関わり 

自然資源の保全・活用に取り組むもの 指標 D 

文化資源の保全・活用に取り組むもの 指標 C 

地域資源の産品活用、雇用、地域コミュニティの支援等に取り組むもの 指標 B 

省エネルギー、水資源管理、CO２削減、廃棄物管理等に取り組むもの 指標 D 

観光のオーバーツーリズムの課題に取り組むもの 

（混雑対策／保全費用負担の仕組み／地域住民の暮らしとの共存等） 

指標 A、B、C、D 

 

 

Ⅲ．特にサステナブルな観光コンテンツが必要と考えられる地域 

○ コロナ前にサステナブル上の課題（たとえばオーバーツーリズムや地域の持続性への寄与・還元が

なされていないなど）が顕在化していた地域で、インバウンドを含む国内外の観光需要が急激に回

復する前に、いま対策に取り組む必要がある地域 

○ このまま観光需要が戻ると自然や文化資源への影響、住民生活への影響等の課題が出てしまう懸

念がある地域 

○ 地域の人口減少・観光需要の減少により自然や文化資源の荒廃、衰退が進み、これらの次世代へ

の継承が困難となっている地域 

 

参考） 

・「持続可能な観光」の取組 （観光庁） 

 https://www.mlit.go.jp/kankocho/jizokukanou.html 

 

  

https://www.mlit.go.jp/kankocho/jizokukanou.html
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